
 

演題：戦火のウクライナ文化 

日時：２０２6年 2月 4日（水）10～12時 

場所：ＯＮＣＣ豊中教室 

講師：吉田ヴァルヴァーラさん 

＊キーウ出身、日本語の教育/教授法勉強 

昨年に引き続き話をお聞きしました。 

1． ウクライナは 

たくさんの国に囲まれ、かつヨーロッパの真ん中に位置し長い歴史

を誇る国で様々な文化とのつながりを持つ。古代よりこの国に住んでいた人々はあらゆるルー

ト（陸路、川、海など）を活用してきた。西・北・南など様々な国々との貿易が盛んだったため、

各国文化との交流地点でもあった。 

クリミア半島もウクライナの大切な一部。しかし 2014年クリミア半島はロシアに併合された。 

2．ウクライナの大都市：首都キーウ以外には 

（1）サボリージャ市：工業の街 

（2）ドニプロ市：ビジネス、大阪市の姉妹都市に当たる。  

（3）ハルキウ市：教育と科学     

（4）リヴィウ市：歴史、文化、宗教 （5）オデーサ市：港と商業 

 ＊ハルキウ市は 2024.2.24のロシア侵攻以降 激戦が繰り返されている。 

3．民族衣装 昔と今 

  最大の特徴は刺繍。 

 左：伝統衣装 

 右：ソロチカ風刺繍Ｔｼｬﾂ 

 

 

4．一番大切な祭りの一つイースター    5．世界に誇れる航空機ＭＵＲＩＹＡ（夢） 

  ＊卵殻に繊細なろうけつ染めが     ＊ギネス世界記録に登録された最大の貨物機 

    ほどこされた美しい手工芸品     ＊東日本大震災では原発事故対策の機器や 

  （Pysanky と呼ばれる）           救援物質をフランスから日本まで運んだ 

＊模様は 100 ﾊﾟﾀｰﾝ以上           

 

 

 

 

 

 

 

以上（4班担当） 

１３期 外国文化を楽しむ科  2025年度 

～まだまだ知りたいいろいろな国のこと～ 

 地理 

残念ながら今回のロシア侵攻で破壊された 


